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究所の研究成果も、 一 般に公開し実用
化されて、初めて活かされます。研究成
果を特許といかに結びつけていくか、
実用化はどうすれば出来るかなど につ
いて、科学技術振興事業団が行ってい
る有用特許取得制度などについて 話を
聞くことが出来ました。
現在私たちの研究所が取得してい る
※ 
特許は24件、実用新案は 1件で、 決し
て多いとはいえませんが、 講習会で得
た知識も活かし、 少しでも多くの特許
を得るよう努力していきます。
（問い合わせ先：管理部企画課）
科学技術振興事業団
科学技術振興のための基盤整猫及び先端
的、独創的な研究開発の推進を目的とし
て設立。事業のひとつとして、国立研究
所や大学などで生まれた研究成果の特許
化支援や、これらの研究成果の民間への
技術移転、企業化開発を実施している。
特許制度
欧米諸国においては、特許の歴史は古く、
近代特許制度は、中世ベニスで誕生し、イ
ギリスで発展したといわれている。我が
国の特許法は、イギリスに遅れること約
250年の明治18年4月18日に制定された。
現在4月18日は、発8月の日となっている。
実用新案制度
特許制度と目的は同様で、保護の対象が
物品の形状、構造または組み合わせに関
わる考案に限られておリ、例えばその作
リ方は対象とならない。 ゜
